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ま え が き 

 

 経済・産業のサービス化、IT化、グローバル化が進展するとともに、働く人々の意識が多

様化するなかで、いわゆる非正規労働者が増加している。非正規労働者の多くは、雇用保障

の程度や賃金水準が正社員と異なるため、このような変化は、企業経営や職場運営のあり方

のみならず、社会や経済のあり方にも大きな影響を与えると考えられる。 

 これら非正規労働者の雇用の安定、処遇の向上を図る動きとしては、2007年の「パートタ

イム労働法」の改正、2012年の「労働者派遣法」の改正、2012年の労働契約法の改正（有期

労働契約関連）など、近年相次いでいる雇用・就業形態ごとの立法政策があげられる。 

 他方で、雇用・就業形態の枠にとらわれない、対象者層別の対策も欠かせない。昨今、力

が注がれているのが、バブル経済崩壊後の「就職氷河期」において、非正規労働者として働

くことになった若年者に対する、その後の支援施策である。その内容は多岐に渡るが、柱と

なる代表的な施策として、学校から職業への移行プロセスの改革、若年非正規労働者に対す

る企業内外での能力開発の強化などをあげることができる。 

 しかし、若年非正規労働者の増加が問題視されてから、すでに20年以上が経ち、「就職氷

河期」と呼ばれた時期に学校を卒業した者も、いまや40歳前後となっている。そして実際に、

もはや若年とは呼べない、「壮年」と呼ぶべき年齢層の非正規労働者が増加している。これら

壮年非正規労働者は、自身および両親の加齢、両親の他界などにより生活上の負担が大きく

なること、同年代の正社員との賃金格差が大きくなること、正社員への登用・転職の可能性

が若年期と比べて高くなくなることなどから、若年非正規労働者よりも、仕事と生活の両面

で困難な状況に直面している場合が多いと予想される。 

 そこで、労働政策研究・研修機構（JILPT）では、プロジェクト研究「非正規労働者施策

等戦略的労働・雇用政策のあり方に関する調査研究」のサブテーマである「正規・非正規の

多様な働き方に関する調査研究」の一環として、「壮年非正規労働者の働き方と意識に関する

研究」に取り組むこととした。同研究では、すでに2012年度に個人ヒアリング調査を実施し、

2013年に資料シリーズ『壮年期の非正規労働―個人ヒアリング調査から―』を刊行している。

本報告書は、そこで得られた仮説を踏まえて設計・実施されたアンケート調査に基づき、壮

年非正規労働者の仕事と生活の現状を分析したものである。調査にご協力いただいた皆様に、

この場を借りて、お礼を申し上げる。 

 本報告書が、政策担当者をはじめ、企業経営者、人事担当者の参考となり、非正規労働者

として働く人々の就業環境の改善につながれば幸いである。 
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